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研究要旨 

令和２年ダイヤモンドプリンセス号における新型コロナウィルス感染のパンデミッ

クから始まり、現在も続く国内での広域感染は、通常診療のみならず経済にも大きな影

響を及ぼしている。感染の発端となった中国は、わが国に迷惑をかけた責任を感じない

だけでなく、尖閣諸島を自国の領土とすべく数々の圧力を及ぼしてきている。 

 第１種感染症患者受入病院である自衛隊中央病院での感染対策を検証するとともに、

尖閣諸島に最も近い公的医療施設である沖縄県立八重山病院の有事における役割の検

証を行った。 

Ａ．研究目的 

①感染対策としての有効策を検証する。

②重症傷者搬送についての問題点を明らか

にする。 

Ｂ．研究方法 

①自施設内での情報収集

②各方面への電話等による情報収集

（倫理面への配慮）なし。 

Ｃ．研究結果 

①ＣＤＣのガイドラインに則った陰圧室を、

ＥＲをはじめとした院内の必要箇所へ、Ｎ

ＢＣ患者対応出来るように設置していたこ

とが功を奏していた。 

②尖閣・台湾有事の際に、傷者の搬送時間を

考えると、重症患者の救命には、八重山病院

でＤＣＳをはじめとしたＤＣＲが必要であ

る。 

Ｄ．考察 

 病院をはじめとした施設には、夫々が作

られた歴史的背景や役割がある。安全保障

の点からは、病院は通常患者のみならずＮ

ＢＣ患者を受け入れる事にも配慮した構造

を持つ必要があると思慮する。 

 また、地理学的に有事の際に役割が与え

られる可能性が高い医療施設には、その役

割が担える設備を与えなければならない。 

Ｅ．結論 

①病院の設計段階から、各種事態に対応で

きるように図面を引かなければならない。 

②沖縄県立八重山病院そして宮古病院傍に

は、大型ヘリポートが必要である。 

Ｆ.研究発表 

1. 論文発表

①自衛隊中央病院の救急医療の現状とＥＲ

での新型コロナ感染（疑）患者受入の紹介 
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2.  学会発表   

 ①第７１回 日本病院学会 

 ②第５０回 日本救急医学会（予定） 

 

Ｇ．知的財産権の取得状況 

1. 特許取得：なし。 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3．その他 ：なし。 
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